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に，N は在庫ストックである。このとき，＾X＝N＝０は均衡点を意味し，さらに，X ＝＾X＝Y を意
味する。しかるに，（１）−（３）式のモデルは，生産決定の違いに応じて，以下の３通りに区分される。
第１のモデルは，伝統的ケインジアン・モデル（conventional Keynesian model）である。消費







































X＾ β（C′	I′）β X＾ ＾X＊














が満たされるところで均衡在庫量が定義し得る。もし，n が在庫ストック N に負の反応を示すな
らば，一応，モデルは安定的なそれとなる。

しかるに，企業が Y ではなく Y の値に重きを置くモデルにおいて目標在庫蓄積に対する意味付
けが難しい。所与の期待の下で，定義式 Y ≡＾X	n（or＾ X≡Yn）から，期待販売量の下で，n の決
    
定は Y の決定を意味し，同様に，Y ＝＾X	n から Y の決定は n を決定を意味することになる。袋
小路を脱する唯一の方法は，企業が自らの意思で販売期待を形成するという観念にとらわれずに，















































不安定化の要因は，明白である。すなわち，Y が上昇すれば，（１）式から X が上昇し，したがっ














































































































































































１） ここで言うケインジアン総需要モデル（Keynesian model of aggregate demand）の呼称は，IS−LM









































D n＝｛ x∈R n :x１｝ （３６）
と位相同値とみなされる。
いま，微分方程式体系をベクトル表示で
x（t）＝ f（ x（t）），x（t）∈W ⊂R n （３７）
x（０）＝x０ （３８）
と表わす。ただし，W は R nの開集合である。ここで，x : R→X を初期条件 x（０）＝x０の下での上
の微分方程式体系の解とすれば，x（t）は，
Τ（ x０，t）≡x（t） （３９）
なる状態推移函数（state transition function）Τ を定義する。





























道（orbit）を描き Φt（ x（０））として定義される。すなわち，ある x（０）に対し，Φt（ x（０））は時点 t に
おける x の値を与える。状態推移函数を用いれば
Φt（ x（０））≡Τ（ x０，t） （４０）
がしたがい，Φt（ x（０））: R n→R nはすべての x（０）∈W の将来の動きを描写し，システムのフロー

（ flow）と呼ばれる。（図－4参照。７））微分方程式体系 x（t）＝ f（ x（t））の軌道は，t∈R，x∈W に対


















いま，f：D n→R nを D nの境界上ですべて内向きをなす単位球体上の連続ベクトル場である
ものとする。すなわちx＝１となるすべての x に対し，x・f（ x）＜０がしたがい，このとき，

































１ if det（Df（ xi＊））＞０
（４１）



































































さて，ここで，所得 Y に関する限界投資性向 i′（Y）が限界貯蓄性向１C′（Y）より大きいものと




































Φti（ x）＝l となるような性質をもつすべての点 l∈Wの集























































































ここで，投資函数 i（Y）は S 字型の形状をもち均衡の近傍において１C′i′＜０を満たすとす




























して負の符号をとる。しかるに，＾X＝N＝０において，Y＊＝＾X＊となり，したがって，Y と＾ X は均









投資函数 i（Y）に対し Kaldor型の S 字型の形状の仮定を設けると安定性は失われ，リミット・サイ
クルを発生させる可能性があることが確かめられた。
５） 例えば，Varian［１８］,［１９］, Lorenz［１０］, Rosser, Jr.［１５］, Vialar［２０］等参照。
６） それぞれ，Lorenz, op. cit., Figure 3.2（p．８３），かつ Figure 3.3（p．８４）に準ずる。
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１１） Varian［１８］, Figure 2.1（p．９９）に準ずる。
１２） Lorenz, op. cit., Figure 2.9.aおよび Figure 2.9.c（p．３７）に準ずる。
１３） 詳細は，Lorenz, op. cit.,（pp．３７−３８）参照。
１４） 証明は，Milnor, op. cit., 参照。
１５） Lorenz, op. cit., Figure 2.3（p．２９）に準ずる。
１６） Lorenz, op. cit., Figure 2.7（p．３５）に準ずる。
１７） 鞍点ループは，考察外とする。
１８） 証明は，Hirsch＝Smale［６］（Chap．１１）参照。また，同定理の応用例として，Schinasi［１６］参照。
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